
平成２６年１２月１２日 

 

              高速４号東海線・新幹線交差部における 

              新幹線鉄道騒音環境の保全について 

 

平成２５年１１月２３日に開通した高速４号東海線、新幹線跨線部（熱田区六番一丁目付

近）における新幹線鉄道騒音の取り組みについてお知らせします。 

名古屋高速道路公社（以下、公社）は、高速４号東海線の建設において東海線高架橋によ

る反射音対策として橋桁の側面及び下面に吸音板を設置し、騒音を悪化させないよう進めま

した。 

工事完了後・開通前の新幹線鉄道騒音の状況を確認するため、当該交差部周辺の９地点に

おいて測定を行い工事前と比較したところ、次の図表に示すとおり、一部の測定点で最大で

３ｄＢの上昇が認められました。 

そこで公社は、この原因解明と効果ある対策の方向性について整理することを目的として

学識経験者等からなる委員会を設置し、検討しました。 

委員会では、現地測定や室内試験などを実施して、それらの測定や分析結果から、騒音が

上昇した原因を整理し、対策の方向性を示していただきました。 

今後、公社はこの委員会でお示しいただいた方向に沿って検討を進め、関係機関や団体と

調整しつつ環境保全に取り組んでいきます。 

 

委員会の概要については以下のとおりです。 

○名  称 

平成２５年度立体交差部に関する騒音検討委員会 

○目  的 

当該地区での騒音上昇の原因解明及び効果ある対策の方向性の整理 

○委員名簿 

別紙１のとおり 

○開催回数 

３回 

○内  容 

当該地区での騒音値の上昇並びにこれまでの検討経緯を踏まえ、現状の騒音レベルを正

確に把握するとともに、高速道路建設後に新幹線鉄道騒音が上昇した原因を究明し、対策

の方向性を導き出すことを目的として審議を行った。 

委員会では、新幹線鉄道騒音を音源、受音点、伝搬経路に分類し、原因を究明するため

の各種の現地測定及び高架裏面吸音板を模擬した室内試験を実施し、それらの測定や分析

結果から裏面吸音板設置後に騒音値が上昇した原因の整理及び対策の方向性を示した。 



（主な原因について） 

・測定点①について、付近の低層建物の遮蔽が無くなったことにより新幹線高架橋の視野

が広がったことによる影響があること。 

・裏面吸音板の取付部材の非吸音部の存在により吸音率が低下したことによる影響がある

こと。 

 特に 1,600Hz の吸音率の低下が大きい。 

・当該箇所の新幹線鉄道騒音周波数分析の結果では 1,600Hz にピークがあること。 

・測定する曜日、時間変動により評価値の変動が見られ、騒音計（普通・精密）によって

も評価値が評価時間区分により違う場合があること。 

（対策の方向性について） 

・当初想定していた吸音率が確保されていない裏面吸音板の吸音性能を改善するために、

非吸音部の追加の吸音対策を施すことが有効と考えられる。 

・現地での測定によってわかった特異な純音成分（1,600Hz）を抑える事が有効であること

から、その方法について長期にわたって研究していく必要がある。また、そのためにも

継続的に新幹線鉄道騒音や列車速度のモニタリングを行い、情報収集や確実なデータの

抽出が重要である。 

 

新幹線鉄道騒音状況について 

○新幹線鉄道騒音測定箇所図        ○新幹線鉄道騒音値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

測定

場所

工事前 

（ｄB） 

工事完了後 

・開通前（ｄB）

差 

（ｄB ）

① ７０ ７３ ＋３ 

② ７０ ７２ ＋２ 

③ ６５※ ６７※ ＋２ 

④ ６６ ６８ ＋２ 

⑤ ６６ ６７ ＋１ 

⑥ ６８ ６７ －１ 

⑦ ６５ ６６ ＋１ 

⑧ ６７ ６８ ＋１ 

⑨ ６７ ６７※ ±０ 

速度 ２０３km/h ２０９km/h － 

① 

② 

③

④ 

⑤ 

⑥ ⑦

⑧ 
⑨

引用：名古屋市都市計画基本図 

国道１号 

備考 
・数値は、２０本の列車の最大騒音レベルのうち、

上位半数の値のエネルギー平均値である。 
・※測定点③、⑨の測定結果は、暗騒音との差が 
１０ｄＢ未満のデータを含む。 

・測定は工事前、平成 22 年 4 月、工事完了後・開

通前、平成 25 年 10 月である。 
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